
 

 

【町長】 

 

通告順 ３ 
質問 

議員 
畑地議員 

質問 

項目 
ポストコロナにおける外国人観光客への対応は 

質問 

内容 

 

政府によると令和４年６月中旬からの外国人観光客受け入れ再開にあ

たり、旅行事業者や添乗員向けのガイドラインの原案が提示されて、観光

事業が本格的な動きをはじめる時期に来ています。  

本町における観光事業では、夜高あんどんのような人流の多いものは別

途感染防止指針を策定して対応することが重要かと思います。 

本町の特徴として密にならない環境でゆったりと観光できることを周

知して、一人でも多くのファンを獲得して欲しいと思います。 

そこで、沼田町を訪れる方々がポストコロナで増加することを想定し、

特に外国人観光客（インバウンド）への対応が充分であるのか、不足があ

ればどのように誘致し対応するか観光への戦略を聞きたい。 

 

町長 

①  本町におけるコロナ禍以前からの外国人観光客の状況と、現状で国

別に対応可能な状況なのか。 

 

②  タブレットでの観光案内や観光スポットごとに QR コードなどの案

内を増やしインバウンドへの受け入れを促進してはどうか。 

 

③  地域おこし協力隊に他国の方を配置している自治体もあります。沼

田町におけるインバウンド戦略は何か。 

 

 







 

 

【町長】 

 

 

通告順 ４ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
老朽化した施設のユニバーサルデザイン化は「今」だ  

質問 

内容 

 

ユニバーサルデザインの時代が訪れています。ユニバーサルデザインと

は「みんなにやさしいデザイン」という意味です。わが沼田町には、子ど

もから成人、高齢者、男性・女性、外国人、車いすを利用する人、障がい

のある方、外見では分かりにくい障がいをお持ちの方、妊産婦、歩行器を

押す人などが住んでいます。 

一方で、住みたい田舎ベストランキング最高位とはいえ、施設の老朽化

や住む人にやさしくない状況が、駅、体育館、一部のコミュニティセンタ

ー、高齢者住宅などに散見されます。 

第６次総合計画の重点目標「いつまでも幸せに暮らせるまちづくり」に

沿って、老朽化施設の、ユニバーサルデザイン化に着目し、希望をもって

安住の地としてもらうために、着手するのはまさに今ではないでしょう

か。町長の考えを聞きたい。 

 

（１） 駅、体育館、旭町コミュニティセンター (毎月開催される「サロン」

会場) な どのバリアフリーをどう考えるか。  

     ・旧規格の角度の改善やスロープ化を。 

・段差のある「トイレ」の改善を。  

・使う人にやさしい「手すり」の増設を。 

 

（２）「いつまでも幸せに暮らせるまちづくり」をどのように考え進める

か。 

    ・床下に雪解け水のたまる高齢者住宅の環境改善を。  

・土壌入替えで家庭菜園や加工用トマトの栽培など高齢者の生き

がいを。 

 

（３）高齢者施設の顔ともいえる町内外の人々が行き交う駐車場の整備

を。 

・旭寿園前の未舗装の駐車場をどう考えるか 

 



1 

 

★老朽化した施設のバリアフリー化をどう考えるのか 

石狩沼田駅      町民体育館    旭町コミュニティーセンター 

段差(旭町ｺﾐﾕﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ) 

 
① 旧規格の階段 ②室内のつまづき易い段差 ③角度のきつい玄関階段と中央に欲しい手すり           

 



2 

 

★ユニバーサルデザインの時代の住環境を！(旭町高齢者住宅) 

 

 

石ころだらけ土壌のため生育不十分。 

土の入替えで家庭菜園、加工用トマト栽培など

「生きがい」となるのでは。 

 

 

雪解け水のたまる床下の

上で過ごす数か月の現状 



3 

 

★高齢者施設の顔「町内外の人々が行き交う」駐車場 
旭寿園前の駐車場・・・面会家族や職員が使用する未舗装のままの駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備された駐車場(イメージ) 

 

 

 


